
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2023.12.1 西郡そよかぜこども園  

園長 上田 愛 

 

えんちょうだより 

 赤や黄色で彩られた園庭の木々の葉も散り始め、慌ただしい季節がやってきました。 

年末にはご家族でお家の大掃除をされるご家庭もあると思います。幼児になると【人の 

役に立つ喜び】を感じるようになります。この機会に是非、お手伝いをさせてあげてくださ 

い。（靴を並べたり、自分で食べたものをキッチンまで運んだり…等、できることからで十 

分です。）できた時に「〇〇ちゃんのおかげで助かったわ～」「お手伝いしてくれてありが 

とう」の気持ちを伝えることで【喜んで貰えて嬉しい】【自分は役にたってる！】など心がゆ 

れ動き、自分の行動が相手を嬉しい気持ちにしているという心が育ちます。どうぞご家 

族で新しい年を迎える準備をしてみてくださいね。 

 

 

 

〇〇〇八尾市教育研究集会 秋季分科会〇〇〇 
 10/31 に八尾市内の公立こども園（５園の公立こども園から代表で１園が公開保育をしま

す）が午前中に公開保育を実施し、小学校・中学校が午後から（それぞれの教科の公開授

業をします）公開授業を行う八尾市教育研究集会 秋季分科会が開催されました。自園に

は３８名の市内こども園・小学校・中学校の職員の参加がありました。（桂小学校・桂中学

校は校長先生もご参加くださいました） 

 公開保育を参観してもらい、様々な遊びの中での子供達の興味・関心はどこにあるの

か。そんな子供達の姿を見取り、私達、保育教諭はどんな環境を準備し、援助することが

子供達の主体的で対話的で深い学びに繋がるのかを発表させていただきました。  

 ５名程のグループにわかれていただき、悩みを共感し手立てを考え合い、私達の保育教

諭のやるべきこと、大切にすべきことが、小学校の先生と共に学び合えた貴重な時間にな

ったように感じました。特に『園・クラスが安心できる場所である環境を整えること』『一人ひ

とりの内面を見取る力をつけること』『子供の思いや姿を丸ごと受け止めること』『温かく愛

のある保育を日々実践すること』『引き出しを多くもつこと』『子供達を信じること』『職員同士

が連携し合うこと』等々…少しの時間でしたが、こども園・小学校の先生方がこうして学び合

い、同じ志をもって子供達の健やかな成長を今後も支えていきたいと感じることのできる分

科会でした。 

 

〇〇〇亀のながちゃん春までおやすみ～〇〇〇 
 子供達のアイドル！亀の“ながちゃん”がいよいよ冬眠しました。冬眠前に

は５歳児さんが当番活動を通して「今日は餌、食べへんかったな～」「あんま

り動かんようになった」「もうすぐ２０℃より寒くなるで」と“ながちゃん”

が冬眠の準備をはじめていることを感じていました。そんな１１月中頃のあ

る日。「あー！“ながちゃん”が土の中から顔出してる～眠たそうな目してる

わ～（（笑））「今や！“ながちゃん”と記念写真撮ろう」「もう僕達（小学生に

なるから）あわれへんしな」と春まで会えないこともちゃんと知っていまし

た。また、別の日には「ながちゃんにお布団かけてあげよう～」と落ち葉を集

める子供達もいました。去年の５歳さんから“ながちゃん”の命のバトンを引

き継ぎ、当番活動を通して“ながちゃん”を愛おしく感じ、大切にお世話を

してくれていたほし組さん・そら組さん。バトンを引き継ぐ日も近づいてき

ています。 

 

 

〇〇〇秋の自由参観○○○ 
 11/14・11/15 の２日間で自由参観を実施しました。お忙しい中、感想もお寄せいただきありが

とうございます。少しですがご紹介させていただきます。 

・親子ドッジボール対決が大盛り上がりで、私も楽しく参加させてもらいました。 

・ボールの取り合いも譲り合いやジャンケンをして、自分達で解決している姿に成長を感じまし

た。 

・友達と遊んだりできないことを工夫したり、得意な事にうち込んだり、のびのび 

と過ごしているこその成長を感じました。 

・色々な葛藤の中で本人なりに考えて過ごしている場面が見れてよかったです。 

・普段、どんな園生活を過ごしているかがよくわかる参観でした。雲梯や鉄棒などできるようにな

ったことをクラスで共有したりすることで子供達が意欲的に取り組むことができているのだと感

じました。  

・日頃は一緒にじっくり遊んであげられないので、一緒に遊べてよかったです。 

・ハサミやのりの使い方が上手になっていてビックリしました。 

・自分の好きな遊びに夢中になっている姿をみて安心しました。 

・隠れてこっそり日常をのぞかせてもらえて、とても嬉しかったです。 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                         


